
日
本
人
の
自
然
観
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
著
作
が
出
版
さ
れ
、
ま
た
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

中
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
寺
田
寅
彦
［
＊
1
］
の

『
日
本
人
の
自
然
観
』［
＊
2
］
で
あ
る
。
こ
の
著
書
で
寺

田
は
、
複
雑
多
様
な
日
本
の
自
然
が
、
日
本
人
に
対
し

て
無
限
の
恩
恵
を
授
け
る
と
同
時
に
、
不
可
抗
な
威
力

を
も
っ
て
支
配
し
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、

日
本
人
は
自
然
に
服
従
す
る
こ
と
で
そ
の
恩
恵
を
十
分

に
享
楽
し
、
そ
れ
が
彼
ら
の
自
然
観
を
形
作
っ
た
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
寺
田
の
主
張
に
影
響
を
与
え
た
和
辻

哲
郎
［
＊
3
］
の
『
風
土

－

人
間
学
的
考
察
』［
＊
4
］
で
は
、

「
あ
る
土
地
の
気
候
、
気
象
、
地
質
、
地
味
、
地
形
、

景
観
な
ど
の
総
称
」
で
あ
る
風
土
を
タ
イ
プ
分
け
し
、

日
本
の
風
土
は
モ
ン
ス
ー
ン
型
の
一
つ
の
形
態
で
あ
る

と
し
た
。
モ
ン
ス
ー
ン
型
に
生
活
す
る
人
間
は
自
然
に

対
抗
す
る
力
が
弱
く
、
自
然
に
受
容
的
に
な
る
と
い
う
。

ま
た
自
然
の
暴
威
、
例
え
ば
大
雨
や
暴
風
、
洪
水
、
旱

魃
と
い
っ
た
災
害
が
襲
い
か
か
る
た
め
、
忍
従
的
に
も

さ
せ
る
。
そ
の
た
め
、
モ
ン
ス
ー
ン
型
の
風
土
に
生
き

る
人
間
は
「
受
容
的
・
忍
従
的
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
日

本
人
の
自
然
観
に
影
響
を
与
え
て
き
た
と
い
う
。

寺
田
や
和
辻
の
主
張
と
も
つ
な
が
る
、
日
本
人
は
自

然
を
愛
し
、
自
然
と
調
和
し
、
自
然
を
受
容
す
る
と

い
っ
た
考
え
方
は
、
現
在
で
も
よ
く
見
ら
れ
て
い
る
。

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災
の
直
後
、
大
き
な
災

害
に
襲
わ
れ
た
日
本
の
「
注
目
す
べ
き
回
復
力
」
と
、

日
本
人
の
「
堂
々
と
し
た
冷
静
沈
着
さ
」
を
世
界
中
の

メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
た
際
に
も
、
同
様
の
根
拠
が
挙

げ
ら
れ
て
い
た
。
鈴
木
貞
美
［
＊
5
］
は
、
近
年
、
か
け

が
え
の
な
い
地
球
と
い
う
認
識
と
自
然
環
境
保
護
の
考

え
が
拡
が
る
に
つ
れ
て
、
日
本
人
は
「
自
然
を
愛
す
る

民
族
」
で
あ
り
、「
自
然
と
一
体
と
な
っ
て
生
き
て
き

た
」、「
自
然
と
人
間
を
重
ね
合
わ
せ
る
」
な
ど
の
考
え

が
浮
上
し
て
流
布
し
、
本
来
否
定
的
な
部
分
も
あ
っ
た

こ
れ
ら
の
考
え
方
が
、
肯
定
的
な
意
味
で
の
み
使
わ
れ

る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
実
際
に
は
、
日
本
人
は
自
然
に
従
っ
て
き
た

だ
け
で
は
な
く
、
長
い
間
積
極
的
に
自
然
を
利
用
し
て

き
た
。
平
安
時
代
の
貴
族
が
自
然
の
美
し
さ
を
詩
歌
に

残
し
た
だ
け
で
な
く
、
古
代
か
ら
農
民
た
ち
も
労
働
や

生
活
の
中
で
自
然
環
境
を
注
意
深
く
観
察
し
、
敬
い
、

利
用
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
日
本
で
は
以
前
か
ら
西
欧

［
＊
7
］。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
人
が
自
然
を
愛
す
る
国
民
で
、

ま
た
人
工
的
な
も
の
や
作
為
的
な
こ
と
を
嫌
悪
し
、
人

間
が
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
身
の
程
知
ら
ず

だ
と
考
え
る
自
然
尊
重
や
自
然
信
仰
の
姿
勢
は
、
国
家

主
義
的
な
時
代
背
景
に
お
い
て
意
図
的
に
作
ら
れ
て
き

た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
は
、

実
際
の
環
境
保
護
・
保
全
と
は
相
い
れ
な
い
部
分
が
あ

る
。

現
代
日
本
人
の
自
然
観　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
デ
ー
タ
に
見
ら
れ
る
特
徴

そ
れ
で
は
、
現
代
の
日
本
人
の
自
然
観
は
実
際
に
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
特
徴
を
、

調
査
デ
ー
タ
の
結
果
か
ら
読
み
取
っ
て
み
た
い
。

林
文
ら
［
＊
8
］
は
1
9
9
0
年
代
に
、
日
本
人
の
自

然
観
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
大
学
生
調
査
お
よ
び

サ
ン
プ
ル
数
2
0
0
0
人
の
全
国
調
査
を
行
っ
た
。

分
析
の
結
果
、
日
本
人
の
自
然
観
に
は
、
自
然
に
は
人

間
の
手
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
環
境
が
大
切

で
、
自
然
に
神
秘
感
を
感
じ
、
動
物
に
感
謝
の
念
を
感

じ
る
と
い
う
考
え
の
構
造
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
林
ら
に
よ
る
と
、
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
た

森
林
観
の
国
際
比
較
調
査
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
で
の
調

査
で
は
、
自
然
（
森
林
）
に
人
間
の
手
を
加
え
る
こ
と

と
神
秘
感
（
人
間
の
知
恵
で
は
計
り
知
れ
な
い
不
思
議
さ
の

感
情
）
の
関
連
が
強
か
っ
た
が
、
日
本
で
は
、
森
林
に

人
の
手
を
加
え
る
こ
と
は
、
心
を
大
切
に
し
な
い
、
ま

た
神
秘
感
を
持
た
な
い
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
い
う

に
劣
ら
ず
、
自
然
環
境
に
手
が
加
え
ら
れ
て
き
た
と
い

わ
れ
る
。

近
年
、
里
山
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。
古
く

は
18
世
紀
に
遡
れ
る
こ
の
言
葉
は
、
1
9
6
0
年
代

前
半
に
再
認
識
さ
れ
、
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
、
60
年
代
に
大
都
市
の
郊
外
に
開
発
の
波

が
押
し
寄
せ
、
低
山
地
、
丘
陵
地
の
二
次
林
（
伝
統
的

な
農
業
で
昔
か
ら
作
ら
れ
て
き
た
薪
炭
林
や
農
用
林
）
が
破

壊
さ
れ
た
こ
と
で
、
身
近
な
自
然
保
全
へ
の
意
識
が
高

ま
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
里
山
は
人
間
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
た
自
然
、
す
な
わ
ち
「
二
次
的
自
然
」
で
あ

り
、
人
間
が
利
用
す
る
自
然
で
も
あ
る
。

ま
た
、
森
林
利
用
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
日
本
で
は

古
代
か
ら
人
口
増
加
と
と
も
に
森
林
需
要
が
増
加
し
、

乱
伐
と
と
も
に
森
林
破
壊
が
進
ん
だ
と
い
う
。
室
町
時

代
に
は
大
掛
か
り
な
植
林
が
開
始
さ
れ
た
が
、
江
戸
時

代
に
な
っ
て
も
森
林
破
壊
は
進
み
、
河
川
氾
濫
や
台
風

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
た
め
、
幕
府
と
諸
藩
は
治
水
事

業
と
森
林
の
保
全
を
行
い
、
江
戸
時
代
の
後
期
に
は
日

本
の
森
林
資
源
は
回
復
し
た
。
さ
ら
に
明
治
維
新
後
も

森
林
伐
採
が
進
み
、
山
地
・
森
林
は
再
び
荒
廃
し
た
た

め
、
明
治
政
府
は
林
業
強
化
政
策
を
進
め
た
。
太
平
洋

戦
争
が
始
ま
る
と
、
大
量
の
木
材
が
必
要
と
な
り
、
再

び
全
国
各
地
の
山
が
禿
げ
山
と
化
し
た
。
そ
の
た
め
戦

後
、
各
地
で
大
水
害
が
発
生
し
、
荒
廃
林
地
へ
の
植
林

が
国
家
再
建
の
重
要
課
題
と
な
っ
た
が
、
復
興
の
た
め

の
木
材
需
要
の
急
増
に
対
応
す
る
た
め
、
政
府
は
広
葉

樹
か
ら
な
る
天
然
林
の
伐
採
跡
地
を
針
葉
樹
中
心
の
人

工
林
に
置
き
換
え
る
政
策
を
実
施
し
、
造
林
ブ
ー
ム
が

到
来
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
外
国
か
ら
の
木
材
輸

入
が
自
由
化
さ
れ
、
価
格
の
高
い
国
産
材
が
売
れ
な
く

な
る
と
同
時
に
、
家
庭
用
燃
料
が
薪
炭
か
ら
化
石
燃
料

へ
と
置
き
換
わ
り
、
日
本
の
森
林
資
源
は
価
値
を
失
っ

て
林
業
が
衰
退
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
現

在
、
手
入
れ
が
行
わ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
人
工
林
は
荒

廃
し
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、

日
本
で
は
昔
か
ら
森
林
を
利
用
し
、
手
を
加
え
て
き
た

が
、
現
代
に
な
っ
て
初
め
て
森
林
を
利
用
し
な
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
危
機
を
迎
え
て
い
る
。

一
方
、
林
潤
平
［
＊
6
］
は
、
日
本
の
教
育
が
ど
の
よ

う
に
「
日
本
人
は
自
然
を
愛
す
る
国
民
で
あ
る
」
と
い

う
心
情
を
醸
成
し
て
き
た
か
、
明
治
以
降
か
ら
昭
和
戦

前
期
ま
で
の
初
等
教
育
の
理
科
、
地
理
、
国
語
の
教
育

書
や
雑
誌
記
事
に
お
け
る
教
育
論
の
分
析
に
よ
っ
て
考

察
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
理
科
教
育
で
は
近
代

化
の
実
現
の
た
め
に
自
然
を
愛
で
、
自
然
と
対
す
る
と

い
う
「
調
和
」
と
「
征
服
」
の
両
者
が
存
在
す
る
教
育

論
が
見
ら
れ
、
地
理
教
育
で
は
軍
国
主
義
的
な
国
土
愛

に
加
え
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
認
識

と
確
保
の
た
め
に
国
民
化
と
い
う
観
点
か
ら
教
育
が
行

わ
れ
た
。
さ
ら
に
国
語
教
育
に
お
い
て
も
、
教
科
書
、

教
育
書
の
両
方
で
、
国
家
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

日
本
精
神
や
神
道
の
観
念
と
結
び
つ
け
、
日
本
人
は
自

然
を
愛
す
る
国
民
で
あ
る
と
い
う
内
容
が
教
育
さ
れ
た

と
い
う
。
ま
た
、
寺
田
や
和
辻
が
述
べ
た
環
境
決
定
論

的
な
主
張
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の
民
族
的
特
殊
性
を

論
じ
る
た
め
の
主
要
な
根
拠
と
し
て
、
太
平
洋
戦
争
中

の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
使
わ
れ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る

「
自
然
を
愛
し
、
自
然
に
従
い
、

 

自
然
を
受
容
す
る
日
本
人
」像

日
本
人
の
自
然
観
と
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
ティ

――
メ
ディ
ア
の
影
響
の
視
点
か
ら

特
集

持
続
可
能
な
未
来
を
考
え
る

K
aw

abata M
iki

川
端
美
樹

﹇
目
白
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
メ
デ
ィ
ア
学
科
教
授
﹈

持
続
可
能
な
社
会
実
現
へ
向
け
た
目
標
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
環
境
保
全
・
保
護
は
、
社
会
の
中
で
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

課
題
解
決
に
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
意
識
・
行
動
の
変
化
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
に
は
人
々
の
も
つ
自
然
観
が
大
き
く
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
日
本
人
の
自
然
観
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
筆
者
が
、

日
本
人
の
自
然
観
形
成
の
歴
史
的
経
緯
や
、
そ
れ
に
対
す
る
人
々
の
意
識
変
化
の
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
を
踏
ま
え
、

そ
れ
ら
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
、
社
会
心
理
学
的
な
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
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█ 図1：国民性調査における「自然と人間との関係」の時系列変化

█ 図2：森林に対する考えと年齢のクロス集計結果
A.「森林を美しく維持するためには人間の手を加えなければならな
い」という考え方と、B.「森林を美しく維持するためには人手を加
えるべきでない」という考え方では、どちらが正しいと思いますか。
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自然と人間との関係

XIV
（2018）

XIII
（2013）

XII
（2008）

XI
（2003）

X
（1998）

IX
（1993）

VIII
（1988）

VII
（1983）

VI
（1978）

V
（1973）

IV
（1968）

III
（1963）

II
（1958）

I
（1953）

自然に従え

その他 わからない

自然を利用 自然を征服

5
年
ご
と
に
「
日
本
人
の
国
民
性
調
査
」
と
い
う
大
掛

か
り
な
社
会
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
同

じ
調
査
手
法
、
同
じ
質
問
項
目
で
継
続
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
実
施
項
目
の
中
に
「
自
然
と
人
間
と
の

関
係
」
を
尋
ね
る
項
目
が
あ
る
た
め
、
そ
の
結
果
を
基

に
、
こ
こ
70
年
ほ
ど
の
自
然
と
人
間
の
関
係
に
つ
い
て

の
意
識
の
変
化
を
見
て
み
よ
う
（
図
1
）。

こ
れ
は
、「
自
然
と
人
間
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
が
こ
の
う
ち

真
実
に
近
い
と
思
う
も
の
を
、
ひ
と
つ
だ
け
選
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
い
う
質
問
に
、
1.
人
間
が
幸
福
に
な
る

た
め
に
は
、
自
然
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

2.
人
間
が
幸
福
に
な
る
た
め
に
は
、
自
然
を
利
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
3.
人
間
が
幸
福
に
な
る
た
め

に
は
、
自
然
を
征
服
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
選
択
肢
で
回
答
者
が
答
え
た
結
果
で
あ
る
。
図

1
を
見
る
と
、
最
新
デ
ー
タ
で
あ
る
2
0
1
8
年
に

一
番
回
答
が
多
か
っ
た
の
は
「
自
然
に
従
え
」
で
46
％
、

2
番
目
は
「
自
然
を
利
用
」
で
42
％
で
あ
っ
た
。
興
味

深
い
の
は
、「
自
然
に
従
え
」
と
い
う
回
答
が
、

1
9
5
3
年
か
ら
1
9
6
8
年
ま
で
減
少
し
た
後
、

上
昇
に
転
じ
、
1
9
9
3
年
に
は
「
自
然
を
利
用
」

を
抜
い
て
1
位
に
な
っ
た
後
、
25
年
間
首
位
を
保
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、「
自
然
を
征
服
」

と
い
う
回
答
は
、
1
9
5
3
年
か
ら
上
昇
し
て
い
た

が
、
1
9
6
8
年
を
境
に
下
降
し
、
1
9
8
8
年
以

降
は
常
に
10
％
以
下
と
低
迷
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
傾

向
は
、
1
9
6
8
年
頃
ま
で
豊
か
さ
を
求
め
続
け
た

日
本
人
が
、
あ
る
程
度
の
文
化
的
水
準
に
達
し
、
そ
の

意
識
の
構
造
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ

で
は
神
秘
的
な
森
も
人
間
が
作
り
、
守
っ
て
き
た
と
認

識
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
、
手
を
加
え
る
こ
と
は

森
林
を
壊
し
て
し
ま
う
、
ま
た
畏
れ
多
い
こ
と
だ
と
考

え
る
と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
た
。
林
ら
は
、
こ
の
よ
う

な
考
え
方
が
、
日
本
人
に
、
人
間
の
生
活
と
自
然
環
境

を
両
立
さ
せ
た
開
発
や
保
護
を
行
う
こ
と
に
抵
抗
感
を

感
じ
さ
せ
、
そ
の
実
行
を
難
し
く
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
察
し
て
い
る
。

一
方
、
竹
下
隆
［
＊
9
］
は
日
、
米
、
英
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ケ
ニ
ア
に
お
い
て
行
わ

れ
た
環
境
観
、
自
然
観
に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
を
基

に
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
の
地
球
環
境
意
識
を
比
較

し
た
。
そ
の
結
果
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
で
は
、
環

境
保
全
意
識
は
共
通
し
て
い
る
が
、
先
進
国
で
は
科
学

技
術
観
に
楽
観
と
悲
観
の
両
方
が
含
ま
れ
、
開
発
よ
り

保
全
の
意
識
が
強
か
っ
た
。
一
方
、
発
展
途
上
国
で
は

高
い
科
学
技
術
信
奉
意
識
を
基
本
と
し
、
保
全
し
な
が

ら
開
発
す
る
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
と
い
う
。
さ
ら

に
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
意
識
、
手
を
加
え
る
こ
と
に

迷
い
が
あ
る
加
害
者
意
識
を
持
ち
、
地
球
の
復
元
力
を

信
じ
る
度
合
い
は
、
全
体
的
に
は
先
進
国
よ
り
発
展
途

上
国
で
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
の
場
合

は
、
他
の
意
識
は
先
進
国
タ
イ
プ
で
あ
り
な
が
ら
、
地

球
の
復
元
力
信
奉
で
は
最
も
高
い
途
上
国
型
で
あ
っ
た

と
い
う
。
つ
ま
り
、
自
然
は
人
間
が
手
を
加
え
な
く
て

も
自
ら
復
元
力
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
、
日
本
で
は

強
く
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
統
計
数
理
研
究
所
で
は
、
1
9
5
3
年
以
来
、

頃
公
害
が
大
き
な
問
題
と
し
て
顕
在
化
し
て
き
た
の
を

転
機
に
、
自
然
を
征
服
す
る
と
い
う
考
え
方
が
急
激
に

減
り
、
自
然
に
従
え
と
い
う
考
え
が
増
え
始
め
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
［
＊
10
］。

次
に
、
日
本
人
の
自
然
観
の
年
齢
に
よ
る
違
い
に
つ

い
て
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
、
著
者
が

2
0
1
9
年
に
、
日
本
全
国
の
15
歳
か
ら
79
歳
ま
で

の
3
1
5
6
人
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
の

結
果
を
紹
介
す
る
［
＊
11
］。
前
述
の
林
ら
が
行
っ
た
自

然
観
の
調
査
を
参
考
に
し
て
尋
ね
た
、
森
林
の
維
持
の

た
め
に
は
人
の
手
を
加
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
意
見
、

そ
し
て
人
手
の
入
っ
た
自
然
と
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
の

ど
ち
ら
が
好
き
か
と
い
う
意
見
に
つ
い
て
、
年
齢
と
の

ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
森
林
に
手
を
加

え
る
こ
と
に
対
す
る
意
見
や
自
然
に
関
す
る
選
好
（
ど

ち
ら
も
人
手
を
加
え
る
か
、
加
え
ず
に
あ
り
の
ま
ま
が
よ
い

か
を
問
う
質
問
）
は
、
年
齢
が
若
い
ほ
ど
手
を
加
え
ず

あ
り
の
ま
ま
の
方
が
よ
い
と
答
え
、
年
齢
が
高
い
ほ
ど

人
手
を
加
え
た
方
が
よ
い
と
答
え
る
統
計
的
に
有
意
な

傾
向
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
森
林
に
手
を
加

え
る
こ
と
に
対
す
る
意
見
の
年
齢
ご
と
の
結
果
を
図
2

に
示
す
。

前
述
の
林
ら
の
1
9
9
0
年
代
の
調
査
結
果
で
も
、

20
代
・
30
代
の
若
年
層
に
お
い
て
、
森
林
に
人
手
を
加

え
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
意
見
が
特
に
多
い
な
ど
、
若

者
に
自
然
に
対
す
る
素
朴
で
宗
教
的
な
感
情
が
高
い
傾

向
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
川
上
正
浩
ら
［
＊
12
］
は
大
学
生
を
対
象
と
し

た
調
査
で
、
若
者
の
持
つ
自
然
観
を
構
成
す
る
因
子
を

探
っ
た
が
、
そ
の
主
要
な
要
因
は
、
自
然
は
人
間
の
力

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
「
人
智

を
超
え
た
自
然
」
因
子
で
あ
っ
た
。
他
に
は
、
自
然
は

守
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
「
保
護
を
求
め
る
自
然
」
因

子
、
自
然
は
優
し
く
癒
し
と
な
る
も
の
、
人
間
に
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
「
癒

す
自
然
」
因
子
が
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
筆
者
が
大
学
生
に
行
っ
た
自
然
観
や
環
境

観
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
［
＊
13
］
の
結
果
で

も
、
多
く
の
回
答
者
が
、
自
然
と
は
人
が
手
を
加
え
て

い
な
い
も
の
、
人
工
的
で
な
い
も
の
と
捉
え
て
い
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
手
を
加
え
ず
に
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

あ
る
自
然
を
好
み
、
そ
れ
が
自
然
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ

る
と
答
え
る
学
生
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
自
然

観
に
は
全
体
と
し
て
情
緒
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
言
及
が
多

く
見
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
昨
今
の
調
査
デ
ー
タ
に

よ
っ
て
も
、
自
然
に
畏
怖
を
感
じ
、
自
然
に
従
う
と

い
っ
た
自
然
観
が
見
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
若
年
層
の

方
が
よ
り
自
然
に
対
し
て
手
を
加
え
る
べ
き
で
な
い
と

答
え
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
を
好
む
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
戦
前
・
戦
中
に
は
日
本
人
の
自
然

愛
が
若
者
に
教
育
さ
れ
て
い
た
。
戦
後
、
教
育
の
内
容

が
変
わ
っ
て
も
、
1
9
6
0
年
代
以
降
に
再
び
、
自

然
に
従
う
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
台
頭
し
て
き
た
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
自
然
破
壊
や
公
害
が

起
こ
っ
た
こ
と
が
そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
1
9
9
0
年
代
以
降
、
特
に
若
者
と

自
然
と
の
関
係
に
距
離
が
生
ま
れ
、
自
然
は
人
智
を
超

え
て
い
る
、
自
然
は
手
を
加
え
ず
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
若
者
が
多
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

か
。
次
節
で
は
、
そ
の
原
因
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、

メ
デ
ィ
ア
の
影
響
を
取
り
上
げ
た
い
。

メ
デ
ィ
ア
は
ど
の
よ
う
に　
　
　
　
　
　
　
　

自
然
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
う
る
か

メ
デ
ィ
ア
は
私
た
ち
に
自
然
環
境
や
環
境
問
題
に
つ

い
て
の
イ
メ
ー
ジ
や
情
報
を
伝
え
て
い
る
。
特
に
人
々

が
直
接
そ
の
影
響
を
知
覚
す
る
こ
と
が
難
し
い
地
球
環

境
問
題
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
報
道

が
そ
の
問
題
の
重
要
性
の
認
知
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
お
い
て
は
、
通
常
は
メ

デ
ィ
ア
が
そ
の
問
題
を
あ
る
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
メ

デ
ィ
ア
フ
レ
ー
ム
に
あ
て
は
め
な
が
ら
、
情
報
が
伝
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
環
境
問
題
報
道
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
フ
レ
ー
ム
が
用
い
ら
れ
る
か
は
、

人
々
の
環
境
問
題
の
理
解
や
意
味
づ
け
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
。

メ
デ
ィ
ア
フ
レ
ー
ム
は
、
メ
デ
ィ
ア
報
道
の
中
で
、

展
開
す
る
一
連
の
出
来
事
や
そ
の
出
来
事
同
士
の
つ
な

が
り
に
意
味
を
持
た
せ
る
中
心
的
な
概
念
や
ス
ト
ー

リ
ー
で
あ
り
、
何
が
議
論
の
的
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の

問
題
の
本
質
を
伝
え
る
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
地

球
環
境
問
題
は
、
科
学
的
な
フ
レ
ー
ム
で
伝
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
が
、
国
家
間
の
外
交
問
題
の
フ
レ
ー
ム
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
の
し

か
た
が
異
な
れ
ば
、
同
じ
出
来
事
の
報
道
で
も
、
受
け

手
の
理
解
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
可
能
性
が
あ

60%
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█表：災害報道写真のヴィジュアルフレーミング分析結果の概要
災　害 使用フレーム ヴィジュアルイメージの特徴

東日本大
震災・津波
（2011年）

人智を超えた自然、
現実的、助けられ
た命、人間的興味、
政治

地震・津波発生直後は空中から写した俯瞰のイメージが多
かった。津波や火事による被害や破壊された町、救助活動
の写真が多く、被害者を写した写真は見られなかった。時間
が経つにつれて、救助された人、救助活動や行方不明の家
族を探す人々、避難場所の人々などの写真が増加した。

御嶽山
噴火

（2014年）

人智を超えた自然、
現実的、助けられ
た命

噴火直後は空中から撮影した火山の写真が多かった。現地
での被災者が撮影した噴火の写真も見られた。その後は救
助活動にあたる自衛隊や警察、消防隊員の写真が多くなった。

熊本地震
（2016年）

人智を超えた自然、
現実的、助けられ
た命、人間的興味

地震後、倒壊した家屋、城、地滑りなどの被害の写真が多
く見られた。また救助された人の写真も見られた。その後は
救助活動や避難所の人々の様子が報道期間全体に見られた。

西日本
豪雨

（2018年）

人智を超えた自然、
現実的、助けられ
た命、失われた命、
人間的興味

家や道路などを破壊する洪水や地滑りの写真から始まり、救
助活動やボランティア活動などの写真が見られた。被災地で
行方不明の近親者を探す人、亡くなった家族を弔う人の写真
が見られた。

台風19号
（2019年）

人智を超えた自然、
現実的、助けられ
た命

台風が接近中の嵐の前の静けさの様子や、台風が襲った後
は洪水や破壊された町、救助活動の写真が見られた。車
両基地で北陸新幹線が並んで浸水している写真が繰り返し
報道された。

川
端
美
樹
（
か
わ
ば
た
・
み
き
）

目
白
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
メ
デ
ィ
ア
学
科
教
授
、
同
大
学
院
心
理
学
研
究
科
教
授
。

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
後
期
博
士
課
程
単
位
取
得
満

期
退
学
。
専
門
は
社
会
心
理
学
（
メ
デ
ィ
ア
と
心
理
、
メ
デ
ィ
ア
と
環
境
問
題
な
ど
）。

主
な
論
文
に
、「
科
学
的
問
題
の
報
道
に
対
す
る
受
け
手
の
批
判
的
態
度
」（『
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
71
，
2
0
2
1
）、
主
な
翻
訳
に
『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が

現
実
に
な
る
と
き
―
日
常
生
活
に
ひ
そ
む
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
と
心
理
』（
カ
レ
ン
・

Ｅ
・
デ
ィ
ル

－

シ
ャ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ー
ド
著
、
誠
信
書
房
、
2
0
1
9
）
な
ど
が
あ
る
。

注＊
1	

日
本
の
物
理
学
者
・
随
筆
家
・
俳
人
（
1
8
7
8
～
1
9
3
5
）。
代
表

作
に
『
柿
の
種
』『
天
災
と
国
防
』
な
ど
。

＊
2	

寺
田
寅
彦
（
1
9
3
5
）．『
日
本
人
の
自
然
観
』　
岩
波
書
店
．

＊
3	

日
本
の
哲
学
者
・
倫
理
学
者
・
文
化
史
家
（
1
8
8
9
～
1
9
6
0
）。

代
表
作
に
『
風
土

－

人
間
学
的
考
察
』『
古
寺
巡
礼
』
な
ど
。

＊
4	

和
辻
哲
郎
（
1
9
3
5
）．『
風
土

－

人
間
学
的
考
察
』　
岩
波
書
店
．

＊
5	

鈴
木
貞
美
（
2
0
1
8
）．『
日
本
人
の
自
然
観
』　
作
品
社
．

＊
6	

林
潤
平
（
2
0
2
0
）．『
自
然
愛
を
め
ぐ
る
教
育
の
近
代
日
本

－

自
然
観

の
創
出
と
変
容
の
一
系
譜
』　
世
織
書
房
．

＊
7	

ジ
ュ
リ
ア
・
ア
デ
ニ
ー
・
ト
ー
マ
ス　
杉
田
米
行
（
訳
）（
2
0
0
8
）．

『
近
代
の
再
構
築

－

日
本
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
け
る
自
然
の
概
念
』　

法
政
大
学
出
版
局
．

＊
8	

林
文
・
林
知
己
夫
・
菅
原
聰
・
宮
崎
正
康
・
山
岡
和
枝
・
花
房
英
光

（
1
9
9
4
）．
日
本
人
の
自
然
観
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察 INSS 

JOURNAL, 1, 159-175.

＊
9	

竹
下
隆
（
1
9
9
9
）．
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
環
境
意
識

－

先
進
国
と
途
上

国
の
国
際
意
識
比
較　

INSS JOURNAL, 6, 78-89.

＊
10	

林
文
（
1
9
9
9
）．
意
識
調
査
か
ら
み
た
日
本
人
の
自
然
観

－

自
然
観
の

意
識
構
造
と
若
者
の
意
識　
人
文
・
社
会
科
学
論
集,15,  31-51.

＊
11	M

iki Kaw
abata (2019). Japanese View

 of N
ature and 

Environm
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文
部
科
学
省
（
2
0
1
7
）
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
29
年
告
示
）

お
よ
び
文
部
科
学
省
（
2
0
1
7
）
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
29
年

告
示
）
解
説　
特
別
の
教
科　
道
徳
編　
い
ず
れ
も
２
０
２
２
年
7
月
8

日
閲
覧
．

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
メ
デ
ィ
ア
フ
レ
ー
ム
に
関
す
る
研
究
で

は
、
主
に
メ
デ
ィ
ア
報
道
の
テ
キ
ス
ト
情
報
を
質
的
ま

た
は
量
的
に
分
析
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
最
近

で
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
に
注
目
し
た

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
人
々
が
メ
デ
ィ
ア
か
ら
伝
え
ら
れ
る
情
報
を

理
解
す
る
際
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
フ
レ
ー
ム
の
み
な
ら
ず
、

受
け
手
側
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
フ
レ
ー
ム
、
つ
ま
り
個

人
の
価
値
観
や
知
識
に
よ
る
解
釈
の
フ
レ
ー
ム
も
、
問

題
の
理
解
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
フ
レ
ー
ム
は
、
環
境
問
題

報
道
を
理
解
す
る
場
合
、
受
け
手
の
自
然
観
と
も
密
接

に
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

筆
者
は
現
在
、
メ
デ
ィ
ア
が
日
本
人
の
自
然
観
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

の
視
点
か
ら
予
備
的
研
究
を
い
く
つ
か
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
そ
の
研
究
の
一
つ
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
み

よ
う
［
＊
14
］。
筆
者
は
、
2
0
1
1
年
か
ら
2
0
1
9

年
ま
で
に
起
こ
っ
た
5
つ
の
大
き
な
自
然
災
害
の
新
聞

報
道
写
真
を
対
象
と
し
た
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
フ
レ
ー
ム
の

質
的
分
析
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
の
は
、

「
人
智
を
超
え
た
自
然
」、「
現
実
的
（
物
理
的
な
被
害
）」、

「
助
け
ら
れ
た
命
」、「
失
わ
れ
た
命
」、「
人
間
的
興
味

（
三
面
記
事
的
）」、「
政
治
」、
の
６
フ
レ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

分
析
対
象
は
、
朝
日
新
聞
（
お
よ
び
そ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ニ
ュ
ー
ス
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
2
0
1
1
年
3
月
の
東

日
本
大
震
災
・
津
波
、
14
年
9
月
の
御
嶽
山
噴
火
、
16

年
4
月
の
熊
本
地
震
、
18
年
7
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
、

19
年
10
月
の
台
風
19
号
の
各
災
害
報
道
に
関
す
る
報
道

写
真
で
あ
っ
た
。

分
析
の
結
果
（
表
）、
す
べ
て
の
災
害
報
道
で
「
人

智
を
超
え
た
自
然
」
フ
レ
ー
ム
、「
現
実
的
」
フ
レ
ー

ム
、「
助
け
ら
れ
た
命
」
フ
レ
ー
ム
が
主
に
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
他
の
フ
レ
ー
ム
は
災
害
に

よ
っ
て
用
い
ら
れ
方
が
異
な
っ
て
い
た
。
ど
の
災
害
で

も
、
発
生
初
期
の
報
道
写
真
は
、
衝
撃
的
な
災
害
や
被

害
の
写
真
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
救
助

さ
れ
た
人
、
救
助
活
動
や
避
難
所
の
報
道
写
真
が
増
え

て
い
く
が
、
被
害
者
の
写
真
や
遺
体
の
写
真
が
写
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

主
要
フ
レ
ー
ム
の
特
徴
を
見
る
と
、
特
に
災
害
発
生

後
す
ぐ
に
報
道
さ
れ
た
、
大
き
な
自
然
災
害
そ
の
も
の

や
、
破
壊
さ
れ
た
自
然
の
被
害
に
見
ら
れ
る
「
人
智
を

超
え
た
自
然
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
日
本
人
が
自
然

に
「
受
容
的
・
忍
従
的
」
で
あ
る
と
い
っ
た
特
徴
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
多
用
し
、

強
調
し
て
災
害
を
報
道
す
る
こ
と
は
、
自
然
へ
の
恐
怖

や
畏
怖
の
気
持
ち
を
助
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

物
理
的
な
被
害
に
つ
い
て
の
「
現
実
的
」
フ
レ
ー
ム
の

イ
メ
ー
ジ
の
多
く
に
は
、
人
間
の
存
在
が
全
く
見
ら
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
災
害
被
害
の
非
人
間
化
」

は
、
受
け
手
の
自
然
と
の
心
理
的
距
離
を
遠
ざ
け
、
さ

ら
に
自
然
を
「
人
智
を
超
え
た
、
手
を
加
え
て
は
い
け

な
い
も
の
」
と
認
知
さ
せ
る
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
災
害
報
道
で
は
、
物
理
的
な
被
害
の
様
子
を
伝
え

る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
え
方
に
考
慮
が
必
要

な
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

前
述
の
、
筆
者
が
行
っ
た
大
学
生
へ
の
自
然
観
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
お
い
て
も
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
自
然
に
恐
怖
、
畏
怖
の
念
を
感
じ
た
と
い
う
言
及

が
多
か
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
は
、

テ
キ
ス
ト
に
よ
る
も
の
よ
り
も
情
緒
的
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
2
0
1
1
年

以
前
の
災
害
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
分
析
、
ま
た
朝

日
新
聞
以
外
の
報
道
写
真
の
分
析
を
行
わ
ず
に
結
論
は

出
せ
な
い
が
、
自
然
災
害
の
報
道
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
る
か
に
よ
り
、
送
り
手
が

意
図
し
な
い
形
で
の
、
受
け
手
の
自
然
観
へ
の
様
々
な

影
響
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
先
に
述
べ
た
1
9
6
0
年
代
の
公
害
や
自

然
破
壊
が
人
々
の
意
識
を
「
自
然
に
従
う
」
方
向
に
変

え
た
と
い
う
解
釈
も
、
当
時
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
自
然

の
汚
染
や
破
壊
の
イ
メ
ー
ジ
が
多
く
伝
え
ら
れ
た
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

日
本
に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
　
　
　
　

へ
の
取
り
組
み
に
向
け
て

自
然
を
愛
し
、
自
然
に
従
う
と
い
う
日
本
人
の
自
然

観
に
は
、
人
間
が
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
畏

れ
多
い
と
い
っ
た
自
然
尊
重
、
自
然
信
仰
の
姿
勢
が
垣

間
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
森
林
利
用
の
例
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
自
然
に
手
を
加
え
な
い
こ
と
は
、
自

然
保
護
に
は
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
こ
と

も
あ
る
。「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
は
、
持
続
可
能

性
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
将
来
に
向
け
て
、
長
期
的
な

視
点
で
科
学
的
・
計
画
的
に
自
然
を
保
護
し
、
保
全
し

て
い
く
こ
と
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
な
が
る
。
そ

れ
に
は
自
然
に
対
す
る
愛
や
畏
敬
の
情
緒
的
な
気
持
ち

も
必
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
科
学
的
な
視
点
で
ど
の
よ

う
に
自
然
を
保
全
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
を
考
え
る
理

性
的
な
認
知
も
欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
考
え
る

と
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
で
の
環
境
保
全
の
た
め
に
は
、

自
然
を
愛
す
る
心
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
保
全
す
る
た

め
に
自
然
に
手
を
加
え
、
利
用
す
る
こ
と
が
保
護
に
つ

な
が
る
と
い
う
構
造
の
自
然
観
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

実
現
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

特
に
若
者
は
、
今
後
の
環
境
保
全
の
担
い
手
と
な
る

存
在
で
あ
る
。
自
然
は
手
を
加
え
ず
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
は
、
環
境
保
全
・
保
護
に

は
結
び
つ
き
に
く
い
。
そ
れ
で
は
自
然
を
保
全
す
る
た

め
に
利
用
す
る
と
い
う
自
然
観
を
、
メ
デ
ィ
ア
は
ど
の

よ
う
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
テ

レ
ビ
で
は
、
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
だ
け
が
、
自

然
に
つ
い
て
の
情
報
や
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
の
で

は
な
い
。
ニ
ュ
ー
ス
報
道
や
そ
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
番

組
に
お
い
て
も
、
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
送
り
手
側
が
前
述
の
よ
う
な
影
響
を
考
慮

し
た
報
道
や
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
を
行
う
、
そ

し
て
教
育
に
お
い
て
も
自
然
保
護
や
保
全
に
つ
な
が
る

情
報
や
自
然
観
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
教
育
の
中
で
、
自
然
に
手
を
加
え
な
が
ら

保
全
す
る
と
い
う
考
え
を
醸
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、

自
然
愛
の
み
な
ら
ず
、
科
学
的
な
知
識
や
観
点
を
得
る

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
小
学
校
、

中
学
校
で
の
学
校
教
育
で
は
、
自
然
を
科
学
的
に
捉
え

る
教
育
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
若
者
の
持
つ
自

然
へ
の
素
朴
な
畏
敬
の
感
情
と
う
ま
く
結
び
つ
い
て
い

な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
自
然
の
科
学

的
な
視
点
を
理
科
で
、
そ
し
て
畏
敬
の
念
は
道
徳
で
、

と
別
々
に
伝
え
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
［
＊
15
］
が
、

両
者
を
結
び
つ
け
た
環
境
保
全
・
保
護
に
関
す
る
総
合

的
な
教
育
が
、
自
然
に
対
す
る
愛
と
科
学
的
理
解
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
構
成
さ
れ
た
自
然
観
を
醸
成
し
、
日
本
に

お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
実
現
し
て
い
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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